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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 36,251 △28.1 709 △80.3 920 △76.8 523 △80.2

21年3月期第2四半期 50,433 ― 3,599 ― 3,961 ― 2,643 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 4.04 ―

21年3月期第2四半期 20.06 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 99,221 47,081 45.2 345.89
21年3月期 106,171 45,706 41.0 335.50

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  44,874百万円 21年3月期  43,531百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 3.50 ― 3.50 7.00
22年3月期 ― 3.50

22年3月期 
（予想）

― 3.50 7.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 80,000 △19.2 1,700 △69.5 1,800 △66.9 800 △71.5 6.17
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注)詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 4．その他をご覧下さい。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注)詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 4．その他をご覧下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
なお、業績予想に関する事項については、３ページ【定性的情報・財務諸表等】「3．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 135,516,455株 21年3月期  135,516,455株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  5,781,171株 21年3月期  5,765,069株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 129,740,091株 21年3月期第2四半期 131,783,944株
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当第２四半期累計期間の経営環境は、アジア経済の回復や内外の在庫調整の進展など、一部に持ち直し

の動きがみられたものの、企業の設備投資が低水準で推移しており、依然として厳しい状況が続きまし

た。 

当社グループはこのような状況の下で、各事業の業績の確保にグループをあげて取り組んでまいりまし

たが、受注高は358億８千４百万円と前年同期に比べ41.9％の減少、売上高は362億５千１百万円と前年同

期に比べ28.1％の減少となりました。利益面につきましても、経常利益は９億２千万円と前年同期に比べ

30億４千１百万円の減益、四半期純利益は５億２千３百万円と前年同期に比べ21億１千９百万円の減益と

なりました。 

事業の種類別セグメントの業績につきましては、以下のとおりであります。 

電力機器事業では、受注高は215億６千９百万円と、前年同期に大口案件の受注が集中したこともあ

り、前年同期に比べ21.1％の減少となりましたが、国内電力会社の高経年化設備の取替や東南アジア向け

の販売が堅調に推移し、売上高は223億２千１百万円と前年同期に比べ7.3％の増加、営業利益は25億５百

万円と前年同期に比べ17億５百万円の増益となりました。 

溶接メカトロ事業では、中国での需要が回復基調にあるものの、国内や欧米などの需要は依然として低

水準で推移しており、受注高は107億９千８百万円と前年同期に比べ52.8％の減少、売上高は110億１千２

百万円と前年同期に比べ52.6％の減少となり、営業損失が３億７千６百万円と前年同期に比べ37億１千３

百万円の減益となりました。 

半導体機器事業では、半導体メーカーや液晶パネルメーカーにおける設備稼働率の上昇や一部投資計画

の再開など、回復の兆しはみられますが、昨年秋以降の設備投資の落ち込みによる影響が大きく、受注高

は35億１千５百万円と前年同期に比べ69.5％の減少、売上高は29億２千３百万円と前年同期に比べ54.7％

減少し、営業損失が６億１千１百万円と前年同期に比べ９億６千５百万円の減益となりました。 

  

  

  

当第２四半期末の資産合計は、992億２千１百万円と前年度末に比べ69億５千万円減少いたしました。

これは、減収に伴う受取手形及び売掛金の減少などが主な要因であります。 

負債合計は、支払手形及び買掛金の減少などにより521億４千万円となり、前年度末に比べ83億２千４

百万円減少いたしました。 

純資産合計は、主にその他有価証券評価差額金や為替換算調整勘定が増加した結果、前年度末に比べ13

億７千４百万円増加し、470億８千１百万円となりました。なお、自己資本比率は前年度末の41.0％から

4.2ポイント上昇して45.2％となり、1株当たり純資産は前年度末に比べ3.1％増の345円89銭になりまし

た。 

  
  

  

今後につきましては、各事業の業績の確保に取り組んでまいる所存でありますが、現下の業況や今後の

見通しを踏まえ、平成21年11月４日に通期の業績予想を修正しております。 

現時点におきましては、この業績予想からの変更はございません。 

  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

  

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がな

いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。 

  

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

  

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

  

当該取引に係る損益率を合理的に見積って計算しております。 

  

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

  

① 完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事

契約に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成19年12月27日 企業会計基準第15号)及び「工事

契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成19年12月27日 企業会計基準適用指

針第18号）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約か

ら、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については

工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適

用しております。 

これにより、当第２四半期連結累計期間の売上高は173百万円増加し、売上総利益、営業利益、経

常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ29百万円増加しております。 

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法

② たな卸資産の評価方法

③ 固定資産の減価償却費の算定方法

④ 未実現損益の消去

⑤ 税金費用の計算

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,704 8,485

受取手形及び売掛金 17,499 22,866

商品及び製品 9,855 9,722

仕掛品 5,974 6,265

原材料及び貯蔵品 7,524 8,103

繰延税金資産 1,707 1,457

その他 1,687 2,184

貸倒引当金 △91 △98

流動資産合計 49,861 58,986

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 14,159 14,087

機械装置及び運搬具（純額） 5,522 5,739

工具、器具及び備品（純額） 1,107 1,215

土地 6,070 6,057

リース資産（純額） 340 299

建設仮勘定 1,053 696

有形固定資産合計 28,254 28,095

無形固定資産   

のれん 5 5

ソフトウエア 3,200 2,894

リース資産 3 3

その他 270 267

無形固定資産合計 3,479 3,170

投資その他の資産   

投資有価証券 11,000 9,759

出資金 321 303

長期貸付金 30 30

長期前払費用 211 276

前払年金費用 5,219 4,671

繰延税金資産 319 337

その他 725 740

貸倒引当金 △203 △198

投資その他の資産合計 17,625 15,919

固定資産合計 49,360 47,185

資産合計 99,221 106,171
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 11,038 18,577

短期借入金 12,632 13,311

1年内返済予定の長期借入金 3,078 3,330

1年内償還予定の社債 231 231

リース債務 105 91

未払法人税等 761 772

賞与引当金 1,526 1,666

役員賞与引当金 16 62

固定資産撤去損失引当金 115 115

その他 2,973 2,819

流動負債合計 32,480 40,978

固定負債   

社債 4,303 4,419

長期借入金 11,494 11,608

リース債務 258 224

繰延税金負債 1,040 614

退職給付引当金 1,449 1,460

役員退職慰労引当金 77 101

その他 1,035 1,057

固定負債合計 19,660 19,486

負債合計 52,140 60,464

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,596 10,596

資本剰余金 10,030 10,030

利益剰余金 24,863 24,806

自己株式 △1,448 △1,443

株主資本合計 44,041 43,989

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,347 685

繰延ヘッジ損益 0 △13

為替換算調整勘定 △514 △1,130

評価・換算差額等合計 832 △458

少数株主持分 2,206 2,175

純資産合計 47,081 45,706

負債純資産合計 99,221 106,171
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 50,433 36,251

売上原価 33,547 24,253

売上総利益 16,886 11,997

販売費及び一般管理費 13,286 11,288

営業利益 3,599 709

営業外収益   

受取利息及び配当金 136 140

持分法による投資利益 219 224

為替差益 100 －

その他 318 242

営業外収益合計 775 606

営業外費用   

支払利息 212 244

売上割引 87 44

為替差損 － 14

その他 113 91

営業外費用合計 413 394

経常利益 3,961 920

特別利益   

固定資産売却益 115 3

貸倒引当金戻入額 26 －

特別利益合計 141 3

特別損失   

投資有価証券評価損 63 －

特別損失合計 63 －

税金等調整前四半期純利益 4,039 924

法人税等 1,371 337

少数株主利益 25 63

四半期純利益 2,643 523
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 4,039 924

減価償却費 2,068 1,916

貸倒引当金の増減額（△は減少） △224 △5

賞与引当金の増減額（△は減少） － △139

固定資産撤去損失引当金の増減額（△は減少） △711 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △31 △11

前払年金費用の増減額（△は増加） △749 △548

受取利息及び受取配当金 △136 △140

支払利息 212 244

有形固定資産売却損益（△は益） △115 △3

売上債権の増減額（△は増加） 1,661 5,601

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,102 1,120

仕入債務の増減額（△は減少） 1,977 △7,803

その他 △281 △175

小計 3,606 979

利息及び配当金の受取額 134 150

利息の支払額 △215 △240

法人税等の支払額 △1,297 △301

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,228 588

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △176 △62

定期預金の払戻による収入 59 157

有形固定資産の取得による支出 △2,790 △1,433

有形固定資産の売却による収入 485 59

無形固定資産の取得による支出 △589 △544

投資有価証券の取得による支出 △1,049 △163

投資有価証券の売却による収入 － 226

その他 10 △5

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,049 △1,765

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,926 △679

長期借入れによる収入 2,000 300

長期借入金の返済による支出 △1,814 △692

社債の償還による支出 △70 △115

自己株式の取得による支出 △14 △6

配当金の支払額 △462 △455

その他 △15 △66

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,548 △1,716

現金及び現金同等物に係る換算差額 △509 203

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 217 △2,690

現金及び現金同等物の期首残高 6,829 8,366

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 372 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,419 5,676
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該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

  

 
(注) １ 事業区分の方法は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な製品  

  (1) 電力機器事業…………各種変圧器、受配電設備、開閉器、監視制御システム等  

  (2) 溶接メカトロ事業……電気溶接機、プラズマ切断機、産業用空気清浄機、産業用ロボット等  

  (3) 半導体機器事業………高周波電源、クリーン搬送ロボット等  

３ 「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９号）を

第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切

下げの方法）に変更しております。 

  この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間における営業利益は「電力機器事

業」が180百万円、「溶接メカトロ事業」が50百万円、「半導体機器事業」が31百万円減少しております。 

４ 当社及び国内連結子会社は、平成20年度の法人税法の改正を契機として、資産の利用状況を見直した結果、

第１四半期連結会計期間より有形固定資産の耐用年数を変更しております。 

  この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間における営業利益は「電力機器事

業」が116百万円、「溶接メカトロ事業」が81百万円、「半導体機器事業」が25百万円、「消去又は全社」

が７百万円減少しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

電力機器 
事業 

(百万円)

溶接メカトロ
事業 

(百万円)

半導体機器
事業 

(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

20,761 23,212 6,459 50,433 ― 50,433

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

34 3 ─ 38 (38) ―

計 20,796 23,215 6,459 50,471 (38) 50,433

営業利益 800 3,336 354 4,491 (891) 3,599
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当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

  

 
(注) １ 事業区分の方法は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な製品  

  (1) 電力機器事業…………各種変圧器、受配電設備、開閉器、監視制御システム等  

  (2) 溶接メカトロ事業……電気溶接機、プラズマ切断機、産業用空気清浄機、産業用ロボット等  

  (3) 半導体機器事業………高周波電源、クリーン搬送ロボット等  

３ 「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」に記載のとおり、請負工事に

係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基

準」（企業会計基準委員会 平成19年12月27日 企業会計基準第15号）及び「工事契約に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準委員会 平成19年12月27日 企業会計基準適用指針第18号）を第１四半期連結会

計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの

進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比

例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 

この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間における売上高は「電力機器事

業」が173百万円増加し、営業利益は「電力機器事業」が29百万円増加しております。 

  

電力機器 
事業 

(百万円)

溶接メカトロ
事業 

(百万円)

半導体機器
事業 

(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

22,320 11,007 2,923 36,251 ― 36,251

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

0 5 ─ 6 (6) ―

計 22,321 11,012 2,923 36,257 (6) 36,251

営業利益又は営業損失(△) 2,505 △376 △611 1,518 (809) 709

㈱ダイヘン（6622）　平成22年３月期　第２四半期決算短信

― 10 ―



前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。  

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域  

  (1) アジア………………タイ、中国、台湾、韓国  

  (2) その他の地域………アメリカ、ドイツ  

３ 「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９号）を

第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切

下げの方法）に変更しております。 

  この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間における営業利益は「日本」が

262百万円減少しております。 

４ 当社及び国内連結子会社は、平成20年度の法人税法の改正を契機として、資産の利用状況を見直した結果、

第１四半期連結会計期間より有形固定資産の耐用年数を変更しております。 

  この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間における営業利益は「日本」が

223百万円、「消去又は全社」が７百万円減少しております。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。  

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域  

  (1) アジア………………タイ、中国、台湾、韓国  

  (2) その他の地域………アメリカ、ドイツ  

３ 「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」に記載のとおり、請負工事に

係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基

準」（企業会計基準委員会 平成19年12月27日 企業会計基準第15号）及び「工事契約に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準委員会 平成19年12月27日 企業会計基準適用指針第18号）を第１四半期連結会

計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの

進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比

例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 

この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間における売上高は「日本」が173

百万円増加し、営業利益は「日本」が29百万円増加しております。 

  

【所在地別セグメント情報】

日本 
(百万円)

アジア
(百万円)

その他の地域
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

39,559 5,997 4,876 50,433 ― 50,433

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

6,531 3,036 450 10,017 (10,017) ―

計 46,090 9,034 5,326 60,451 (10,017) 50,433

営業利益 3,454 809 171 4,435 (835) 3,599

日本 
(百万円)

アジア
(百万円)

その他の地域
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

30,167 4,398 1,685 36,251 ― 36,251

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

2,082 1,970 79 4,132 (4,132) ―

計 32,249 6,368 1,764 40,383 (4,132) 36,251

営業利益又は営業損失(△) 806 725 △201 1,330 (621) 709
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前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。  

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域  

  (1) 北米……アメリカ、カナダ 

  (2) アジア……タイ、中国、台湾、韓国 

  (3) その他の地域……ヨーロッパ、南米  

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。  

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域  

  (1) 北米……アメリカ、カナダ 

  (2) アジア……タイ、中国、台湾、韓国 

  (3) その他の地域……ヨーロッパ、南米  

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

該当事項はありません。 

  

【海外売上高】

北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 3,643 7,306 2,036 12,986

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ― 50,433

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

7.2 14.5 4.0 25.7

北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 1,021 5,070 833 6,925

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ― 36,251

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

2.8 14.0 2.3 19.1

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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